
鶴見区の現状第５章

1 人口及び世帯数

出典：発見つるみ～データで見る鶴見区～

人口はゆるやかに増加、一世帯あたりの人数は減少傾向
・令和２年 10月１日現在、鶴見区の人口は297,437 人（市内第３位）、世帯数は145,586
世帯（市内第２位）となっています。
・人口、世帯数ともに増加傾向にありますが、一世帯当たりの人数は減少しています。

0 0

1

2

3

4

5

6（人）

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000
（人）（世帯数）

昭和
２年 5年 10年 15年 20年 25年 30年 35年 40年 45年 50年 55年 60年 平成

２年 7年 12年 17年 22年 27年 ２年

（人）

資料：国勢調査（各年 10月１日現在）
＊昭和２年は 12月 31日現在

【鶴見区の人口・世帯数の推移】
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出典：発見つるみ～データで見る鶴見区～

65 歳以上人口が増加
・65歳以上人口（老年人口）の増加が進んでおり、平成 12年に 0～ 14歳人口（年少人口）と
65歳以上人口の数が逆転した後、近年その差が広がる傾向にあります。
・令和２年の 65歳以上人口（老年人口）のうち、前期高齢者（74歳以下）の割合は約 51％、
後期高齢者（75歳以上）の割合は約 49％となっています。
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資料：国勢調査（各年 10月１日現在）

３ 65歳以上の方がいる世帯数

出典：要介護認定データ（区別高齢者世帯数）

高齢者単身世帯が特に増加
・高齢者のいる世帯は2016年（平成 28年）から2020年（令和２年）の間に 2,058 世帯増え、
高齢者単身世帯は 1,681 世帯増えています。
・高齢者のうち、高齢単身者の割合は概ね 33％～ 35％前後となっています。

【65歳以上の方がいる世帯数の推移】

４ 要介護認定者数

出典：要介護認定データ（区別・町別認定者数）

要介護認定者数が年々増加
・要支援・要介護認定者は 2016年（平成 28年）から 2020年（令和２年）の間に 1,127 人増
えています。
・令和２年末の要介護認定者数は、18区中４番目の多さになっています。
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人口はゆるやかに増加、一世帯あたりの人数は減少傾向
・令和２年 10月１日現在、鶴見区の人口は297,437 人（市内第３位）、世帯数は145,586
 世帯（市内第２位）となっています。
・人口、世帯数ともに増加傾向にありますが、一世帯当たりの人数は減少しています。

0 0

1

2

3

4

5

6（人）

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000
（人）（世帯数）

昭和
２年 5年 10年 15年 20年 25年 30年 35年 40年 45年 50年 55年 60年 平成

２年 7年 12年 17年 22年 27年 ２年

（人）

資料：国勢調査（各年 10月１日現在）
＊昭和２年は 12月 31日現在
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資料：国勢調査（各年 10月１日現在）
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出典：要介護認定データ（区別高齢者世帯数）
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・高齢者のいる世帯は2016年（平成 28年）から2020年（令和２年）の間に 2,058 世帯増え、
高齢者単身世帯は 1,681 世帯増えています。
・高齢者のうち、高齢単身者の割合は概ね 33％～ 35％前後となっています。
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５ 各種障害者手帳 所持者数

出典：横浜市統計書

手帳の所持者数が年々増加
・各種障害者手帳所持者数は 2016年（平成 28年）から 2020年（令和２年）の間に 857人
増えています。
・交付状況を見ると、「身体障害者手帳」は横ばい、「精神保健福祉手帳」と「愛の手帳」は増加傾
向にあります。

６ 保育所等の利用状況

出典：発見つるみ～データで見る鶴見区～
保育所等：平成 27年４月からは保育所・幼保連携型認定こども園のほか、地域型保育（家庭的保育、小規模保育、事業所内保育）を含む

保育所数、保育所等定員、入所申込が増加傾向
・就学児童数は減少傾向ですが、入所申込数は増加しています。
・就学前児童数、保育所等定員数ともに市内第２位（第１位：港北区）となっています。
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外国人住民数は、市内で第２位
・国籍別に見ると、中国、韓国・朝鮮、フィリピンの順に多く、横浜市全体と比べるとブラジ
ルの構成比が大きくなっています。
・鶴見区は令和２年５月１日現在の外国人児童数が 496人で、18区中第１位となっています。
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（鶴見区）

国籍別割合
（横浜市）

中国人

韓国・朝鮮
フィリピン
ブラジル
ペルー

その他

5,207 人

1,567 人
1,364 人
1,291 人

409人

4,164 人

41,877 人

13,489 人
8,620 人2,775 人

1,258 人
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コ
ラ
ム

鶴見区から始まる多文化共生
（横浜市立東高等学校の取組）
鶴見区馬場にある横浜市立東高等学校では、次世代を担
う高校生に対し、持続可能な社会づくりの担い手育成を始
めています。令和３年６月23日及び24日の２日間には、
「Glocal　Citizenship　Camp（グローカル・シチズン
シップ・キャンプ）」が行われました。１年生 273 人全員
と約 40 人の留学生が英語で議論し、互いの考えをチーム
で理解していくプログラムで、生徒は 6～ 7 名 1 組に分
かれ、留学生と終日行動を共にします。東高校はユネスコ
スクール認定校として、“他人・社会・自然環境との関係
性を知り、つながりを尊重できる人”を育てています。
こうした取組は、学校内にとどまりません。こども達だ
けでなく皆で多様性を学び、関心を持つことが重要です。
住む地域に一歩踏み出すことで、多様な文化に触れ、誰
もが安心して暮らせるまちづくりを、一緒に考えてみませ
んか？ さまざまな国からの留学生と触れ合います
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手帳の所持者数が年々増加
・各種障害者手帳所持者数は 2016年（平成 28年）から 2020年（令和２年）の間に 857人
増えています。
・交付状況を見ると、「身体障害者手帳」は横ばい、「精神保健福祉手帳」と「愛の手帳」は増加傾
向にあります。

６ 保育所等の利用状況

出典：発見つるみ～データで見る鶴見区～
保育所等：平成 27年４月からは保育所・幼保連携型認定こども園のほか、地域型保育（家庭的保育、小規模保育、事業所内保育）を含む

保育所数、保育所等定員、入所申込が増加傾向
・就学児童数は減少傾向ですが、入所申込数は増加しています。
・就学前児童数、保育所等定員数ともに市内第２位（第１位：港北区）となっています。
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出典：発見つるみ～データで見る鶴見区～

外国人住民数は、市内で第２位
・国籍別に見ると、中国、韓国・朝鮮、フィリピンの順に多く、横浜市全体と比べるとブラジ
ルの構成比が大きくなっています。
・鶴見区は令和２年５月１日現在の外国人児童数が 496人で、18区中第１位となっています。
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【鶴見区の各種障害者手帳所持者数の推移】
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鶴見区の外国人住民
14,002 人

国籍別割合
（鶴見区）

国籍別割合
（横浜市）

中国人

韓国・朝鮮
フィリピン
ブラジル
ペルー

その他

5,207 人

1,567 人
1,364 人
1,291 人

409人

4,164 人

41,877 人

13,489 人
8,620 人2,775 人

1,258 人

37,268 人

コ
ラ
ム

鶴見区から始まる多文化共生
（横浜市立東高等学校の取組）
　鶴見区馬場にある横浜市立東高等学校では、次世代を担
う高校生に対し、持続可能な社会づくりの担い手育成を始
めています。令和３年６月23日及び24日の２日間には、
「Glocal　Citizenship　Camp（グローカル・シチズン
シップ・キャンプ）」が行われました。１年生 273 人全員
と約 40 人の留学生が英語で議論し、互いの考えをチーム
で理解していくプログラムで、生徒は 6～ 7 名 1 組に分
かれ、留学生と終日行動を共にします。東高校はユネスコ
スクール認定校として、 “他人・社会・自然環境との関係
性を知り、つながりを尊重できる人”を育てています。
　こうした取組は、学校内にとどまりません。こども達だ
けでなく皆で多様性を学び、関心を持つことが重要です。
　住む地域に一歩踏み出すことで、多様な文化に触れ、誰
もが安心して暮らせるまちづくりを、一緒に考えてみませ
んか？ さまざまな国からの留学生と触れ合います
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８ 特定検診受診率（横浜市国民健康保険対象者）

出典：横浜市統計書

受診率は向上してきているも、市平均より下位
・令和元年の鶴見区の特定検診受診率（横浜市国民健康保険対象者）は 23.41％で、横浜市平均
 25.45％より低くなっています。

19％

＊特定検診受診率＝検診受診者数÷検診対象者数

【鶴見区の特定検診（横浜市国民健康保険対象者）受診状況の推移】

【鶴見区の自治会・町内会加入率の推移（各年 4月 1日）】

20％

21％

24％

９ 自治会・町内会の加入率

出典：市民局地域活動推進課

加入率が年々減少
・平成 23年の自治会・町内会加入率は 80.8％でしたが、年々加入率が下がってきており、
 平成 27年には 78.7％、令和２年には 72.5％となっています。

10 近所との関わり（現状及び今後の希望）
年代を問わず、つながりのある地域づくりを望む人が多数
・現状は、年代が高くなるほど地域とのつながりを強く持つ傾向があります。
・しかし、今後の希望では、世代を問わず多くの人がつながりを求めており、近所の人とあい
 さつ以上の「立ち話」や「簡単な頼みごと」、「困ったときの相談や助けあい」ができるよう望ん
 でいます。

【年代ごとの「近所との関わり」の程度】

出典：令和元年度第４期鶴見区地域福祉保健計画区民アンケート調査
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顔を見ればあいさつをする

まったく付き合いはない

無回答

困ったときに相談や助け合いができる

簡単な頼みごとができる
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無回答

【年代ごとの希望する「近所との関わり」の程度】
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８ 特定検診受診率（横浜市国民健康保険対象者）

出典：横浜市統計書

受診率は向上してきているも、市平均より下位
・令和元年の鶴見区の特定検診受診率（横浜市国民健康保険対象者）は 23.41％で、横浜市平均
25.45％より低くなっています。
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【鶴見区の特定検診（横浜市国民健康保険対象者）受診状況の推移】

【鶴見区の自治会・町内会加入率の推移（各年 4月 1日）】
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加入率が年々減少
・平成 23年の自治会・町内会加入率は 80.8％でしたが、年々加入率が下がってきており、
平成 27年には 78.7％、令和２年には 72.5％となっています。
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年代を問わず、つながりのある地域づくりを望む人が多数
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11 近所付き合いと地域活動参加状況の関係性

出典：令和元年度第４期鶴見区地域福祉保健計画区民アンケート調査

日頃の近所付き合いが親密であるほど、地域は元気に
・近所付き合いが親密になると、地域活動（地域行事や地域の見守り、体操やウォーキング等
健康づくりなど）への参加率も高まり、まちに活気が生まれます。

【近所の人との付き合いごとの「地域活動」参加状況】
【健康観ごとの、地域活動参加状況】

12 地域で求められている交流の場

出典：令和元年度第４期鶴見区地域福祉保健計画区民アンケート調査

身近に・気軽にふれあえることで、つながりが生まれる
・あったらうれしい交流の場として地域サロンが人気を集めており、身近で気軽な居場所が求
められています。
・その他、健康づくり・介護予防ができる場所、こども食堂やみんなの食堂などにも需要があ
ります。

13 健康観と地域活動参加状況の関係性

出典：令和元年度第４期鶴見区地域福祉保健計画区民アンケート調査

地域活動に参加している人ほど、健康観が充実する傾向に
・地域活動に参加しているほど、自身のことを「健康」「どちらかというと健康」と回答する人が
増える傾向にあります。地域のつながりは、住民の健康にも良い影響を与えます。

8.3

20.0

54.1

19.4

45.9

65.834.2

80.8

91.7

80.0

62.0 38.0

参加している 参加している以外

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

無回答
 (n=15)

まったく付き合いはない
(n=72)

顔を見ればあいさつをする
 (n=540)

たまに世間話や立ち話をする
 (n=225)

簡単な頼みごとができる
(n=61)

困ったときに相談や助け合いができる
(n=79)

18.8

29.1

19.4

70.9

76.723.3

80.6

81.3

29.9 70.1

参加している 参加している以外

不明
(n=16)

健康だと思わない
(n=93)

どちらかといえば健康だと思わない
(n=129)

どちらかといえば健康だと思う
(n=450)

健康だと思う
(n=304)

0％

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％

何らかの地域活動に参加していますか。　n=992

地域の中で、あったらいいなと思う交流の場について教えてください。（◯は３つまで）
（複数回答）　n=992

35.9

27.2

27.0

20.0

19.5

18.8

18.6

地域サロン（地域で気軽に集まれる場所）

こども食堂、みんなの食堂

健康づくり・介護予防ができる場所

国際交流ができる場所

多世代交流サロン

こどもの学習支援

みんなの畑（市民農場）

14 地域で求められている福祉保健活動

出典：令和元年度第４期鶴見区地域福祉保健計画区民アンケート調査

世代を超えた交流の充実は、まちの住みやすさに直結
・より住みやすい地域になるよう、近所でのあいさつや見守りを通じてゆるやかにつながるこ
とを多くの人が望んでいます。さらに、世代を超えて気軽に過ごせる居場所にも充実を願う
声があります。

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％ 45％ 50％

お住まいの地域がもっと住みやすくなるために、どのようなことが今後充実するとよいと思いますか？
（〇は５つまで）（複数回答）　n=992

48.5
44.5

34.1
31.7

31.3
30.4

26.0
22.5

17.4
12.8
10.6

10.5

隣近所でのあいさつ・声かけ

様々な世代が気軽に過ごせる場所
高齢者世帯の安否確認・見守り

こどもの居場所
子育て中の親への支援

障害者に対する理解・支援
高齢者への介護予防や介護者への支援

認知症に対する理解・支援
ボランティアなどの地域活動やその担い手の充実

低所得世帯への就労支援・学習支援

閉じこもりがちな方への支援

生活習慣病等を予防するための健康づくりへの取組み

9.6外国人居住者に暮らしやすいまちづくり

9.3外出や買い物の手助け

6.7特に必要だと思うことはない

3.9その他

2.3不明

n=992
0％ 100％

88 89

第
２
章
区
全
体
計
画

第
１
章
鶴
見・あ
い
ね
っ
と
と
は

第
３
章
地
区
別
計
画

計
画
推
進
の
体
制・支
援

第
４
章

第
５
章
鶴
見
区
の
現
状



11 近所付き合いと地域活動参加状況の関係性

出典：令和元年度第４期鶴見区地域福祉保健計画区民アンケート調査

日頃の近所付き合いが親密であるほど、地域は元気に
・近所付き合いが親密になると、地域活動（地域行事や地域の見守り、体操やウォーキング等
 健康づくりなど）への参加率も高まり、まちに活気が生まれます。

【近所の人との付き合いごとの「地域活動」参加状況】
【健康観ごとの、地域活動参加状況】

12 地域で求められている交流の場

出典：令和元年度第４期鶴見区地域福祉保健計画区民アンケート調査

身近に・気軽にふれあえることで、つながりが生まれる
・あったらうれしい交流の場として地域サロンが人気を集めており、身近で気軽な居場所が求
 められています。
・その他、健康づくり・介護予防ができる場所、こども食堂やみんなの食堂などにも需要があ
 ります。

13 健康観と地域活動参加状況の関係性

出典：令和元年度第４期鶴見区地域福祉保健計画区民アンケート調査

地域活動に参加している人ほど、健康観が充実する傾向に
・地域活動に参加しているほど、自身のことを「健康」「どちらかというと健康」と回答する人が
 増える傾向にあります。地域のつながりは、住民の健康にも良い影響を与えます。

8.3

20.0

54.1

19.4

45.9

65.834.2

80.8

91.7

80.0

62.0 38.0

参加している 参加している以外

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

無回答
 (n=15)

まったく付き合いはない
(n=72)

顔を見ればあいさつをする
 (n=540)

たまに世間話や立ち話をする
 (n=225)

簡単な頼みごとができる
(n=61)

困ったときに相談や助け合いができる
(n=79)

18.8

29.1

19.4

70.9

76.723.3

80.6

81.3

29.9 70.1

参加している 参加している以外

不明
(n=16)

健康だと思わない
(n=93)

どちらかといえば健康だと思わない
(n=129)

どちらかといえば健康だと思う
(n=450)

健康だと思う
(n=304)

0％

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％

何らかの地域活動に参加していますか。　n=992

地域の中で、あったらいいなと思う交流の場について教えてください。（◯は３つまで）
（複数回答）　n=992

35.9

27.2

27.0

20.0

19.5

18.8

18.6

地域サロン（地域で気軽に集まれる場所）

こども食堂、みんなの食堂

健康づくり・介護予防ができる場所

国際交流ができる場所

多世代交流サロン

こどもの学習支援

みんなの畑（市民農場）

14 地域で求められている福祉保健活動

出典：令和元年度第４期鶴見区地域福祉保健計画区民アンケート調査

世代を超えた交流の充実は、まちの住みやすさに直結
・より住みやすい地域になるよう、近所でのあいさつや見守りを通じてゆるやかにつながるこ
 とを多くの人が望んでいます。さらに、世代を超えて気軽に過ごせる居場所にも充実を願う
 声があります。

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％ 45％ 50％

お住まいの地域がもっと住みやすくなるために、どのようなことが今後充実するとよいと思いますか？
（〇は５つまで）（複数回答）　n=992

48.5
44.5

34.1
31.7

31.3
30.4

26.0
22.5

17.4
12.8
10.6

10.5

隣近所でのあいさつ・声かけ

様々な世代が気軽に過ごせる場所
高齢者世帯の安否確認・見守り

こどもの居場所
子育て中の親への支援

障害者に対する理解・支援
高齢者への介護予防や介護者への支援

認知症に対する理解・支援
ボランティアなどの地域活動やその担い手の充実

低所得世帯への就労支援・学習支援

閉じこもりがちな方への支援

生活習慣病等を予防するための健康づくりへの取組み

9.6外国人居住者に暮らしやすいまちづくり

9.3外出や買い物の手助け

6.7特に必要だと思うことはない

3.9その他

2.3不明

n=992
0％ 100％
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出典：令和元年度鶴見区社協関係機関団体アンケート：区社協会員を対象に、令和元年 1０月～ 11月に実施

活動団体同士の輪を広げ、連携を深めることが必要
15

16

活動団体における必要な情報の入手先
関係機関一覧

・区内の福祉関係団体・機関や自治会・町内会、区役所、区社会福祉協議会などは、日頃から情
報交換を進めています。これまで以上に連携を広げ、よりよい地域づくりにつなげることが
大切です。
団体活動に必要な情報はどこから得ているか（n=210）　＊複数選択可

 SN
S

メル
マガ

ホー
ムペ
ージ その

他
無回
答

25.0％

0.0％

5.0％

活動
メン
バー

関連
団体

自治
会町
内会 行政 区社

協

10.0％

15.0％

20.0％

【認知症キャラバンメイト・認知症サポーターの数】

認知症キャラバンメイト及び認知症サポーターの数

出典：鶴見区高齢・障害支援課

支援が必要な人・家族への理解を深め、見守り支えあえる地域へ
・高齢化が進む中、認知症がある人を地域で見守り支えあう体制づくりが進んでいます。
相談できる場所につなげる、簡単な手助けをする「サポーター」が増えています。

100

0
平成 28年

12,617

200

300

400

5,000

0

10,000

15,000

20,000

平成 29年 令和元年平成 30年

16,474

297

14,898

256

225

17,633

324

認知症キャラバンメイト 認知症サポーター

（人） （人）

総務課 510-1653 510-1889
区政推進課 510-1678 504-7102
地域振興課 510-1687 510-1892
高齢･障害支援課 510-1768 510-1897
こども家庭支援課 510-1797 510-1887
生活支援課 510-1782 510-1899
福祉保健課 510-1826 510-1792

課　　名 電話番号（045） FAX（045）
鶴見区役所

潮田地域ケアプラザ 507-2929 507-2930
矢向地域ケアプラザ 573-0020 573-0027
寺尾地域ケアプラザ 585-5566 585-5737
東寺尾地域ケアプラザ 584-0129 570-6202
駒岡地域ケアプラザ 570-6601 570-6602
鶴見市場地域ケアプラザ 504-1077 500-6677
鶴見中央地域ケアプラザ 508-7800 508-7808
生麦地域ケアプラザ 510-3411 510-3018
馬場地域ケアプラザ 576-4231 576-4233

名　　称 電話番号（045） FAX（045）
地域ケアプラザ・地域包括支援センター

鶴見区社会福祉協議会（鶴見区福祉保健活動拠点） 504-5619 504-5616
鶴見区基幹相談支援センター 580-5066 582-1313
鶴見区生活支援センター 576-3173 576-3172
鶴見区地域子育て支援拠点　わっくんひろば（豊岡） 582-7590 582-7591
鶴見区地域子育て支援拠点　わっくんひろばサテライト（尻手） 642-5710 585-0051
鶴見国際交流ラウンジ 511-5311 511-5312
つるみ区民活動センター 510-1694 510-1716

名　　称 電話番号（045） FAX（045）
福祉保健関係・拠点施設等
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